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大都市近郊の竹林拡大に与える自然的要因の比較評価 
－2018年と 2023年の神奈川県川崎市多摩区を対象として－ 
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Comparative evaluation of natural factors affecting expansion of bamboo forests in the 

suburbs of large cities 
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Abstract: This study aimed to clarify the influence of natural factors on the expansion of bamboo forests in suburbs 
of large cities, using aerial photographs from 2018 and 2023 and focusing on Tama-ku, Kawasaki, Kanagawa. 
Sixteen bamboo forest locations were extracted, and expansion was quantified by calculating the invasion rate 
based on changes in polygon area. Six natural factors were calculated using GIS and compared with the invasion 
rate. The results showed higher invasion rates at sites with moderate slopes (15–25°), south to southeast 
orientations, elevations of 50–70 m, and proximity to broadleaf forests. Conversely, bamboo stands near roads 
exhibited lower invasion rates, suggesting that management practices and physical barriers suppress expansion. 
These findings align with trends reported in existing studies conducted outside suburbs of large cities. 
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１．はじめに 
竹は，その強靭な繊維と柔軟性から，国内外で古くか

ら資源として利用され，竹を活用した産業や竹林の文化

的景観が形成されてきた．しかし近年，管理者の高齢化

や後継者不足といった要因から，全国的に竹林の放置・

荒廃が進んでいる（徳永・荒木，2007；中島，2001）．日
本国内で主に生息する地下茎で繁殖する竹は非常に成長

が早い為，竹林内に日光が入りにくくなり，地下茎は日

光を求めて竹林の外側に繁殖していく．竹林の放置・荒

廃はこのような竹の生態的特性から，竹林拡大につなが

り，一般的に「竹害」と呼ばれるような複合的な課題を

引き起こしている． 
竹害の例として，地下茎による土砂災害誘発の危険性

が挙げられる．竹林の地下では地下茎がネットワーク上

に張り巡らされており，地表から 30cm 程度の深さに集
中して存在している．そのため，日浦ほか（2004）による
と，地盤が安定しにくいことが指摘されており，降雨時

に竹林に雨水が浸透することで斜面の不安定化に寄与す

ると指摘しており，斜面地における竹林は大雨や地震発

生時に土砂災害が発生する危険性が高いとされる．平松

ほか（1999）によると，実際に高知豪雨災害において土砂
災害の被災地域の約 1/3が竹林地であった．他にも，周辺
の農地や山林への侵食，竹林内での生物多様性の低下な

どが挙げられる．  
先行研究では，竹林拡大の自然的要因について多くの

研究が進んでいる．斜面傾斜角に関しては，千葉県大喜

多町および京都市において 30 度以上の急傾斜地で竹林
の拡大が顕著であると報告されている（鈴木，2008；小
林，2010）．広島県竹原市小吹地区では，傾斜角 15〜29度
の範囲が拡大しやすい要因として挙げられている（鈴木，

2010）．愛媛県西条市千町地区においては，拡大方向が斜

面下方であることが拡大速度の増大に寄与していた（小

笠原ほか，2024）．しかし，竹林の拡大に斜面傾斜角は関
係しないとする研究も存在しており（鳥居，2002；甲斐・

辻井，2004），一貫した傾向は見られない．斜面方位につ

いては，京都市では南〜東向きの斜面で，宮崎県高岡町

内山地区において北〜東〜南向きで拡大の傾向があった

が，宮崎県高岡町楠見地区では斜面方位の関連は認めら

れなかった(小林，2010；大野ほか，2002)．標高に関して
は，大阪府岸和田市において標高 50〜100m の範囲で拡

大が顕著であった(大野ほか，2002)．竹林周辺の植生に関

連しては，大阪府岸和田市では，広葉樹林，針葉樹林，荒

地の順で竹林が拡大しやすいとされている（大野ほか，

2002）．千葉県大喜多町では，1966〜1974年にかけては常
緑針葉樹林や常緑落葉樹林，低木林の順で，1984〜2001
年においては落葉広葉樹林，草地，常緑針葉樹林の順で
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竹林への転換が生じていた（鈴木 2008）．また鬼束ほか

（2011）によると，千葉県において，モウソウ竹林の拡大

に関する要因の寄与度に関する研究では，拡大箇所の植

生，拡大箇所の傾斜方位，群落形状，拡大箇所の傾斜角，

道路からの距離の順で寄与度が高く，この 5 要因からの
拡大判別モデルの判別的中率は 68.6%である． 
以上のように，自然的要因における竹林拡大の傾向は

地域によって異なり，概ね斜面方位は南向き，標高は

50~100m で拡大傾向が見られるが，各研究において用い

られたデータや手法の違い，地域性などの影響から，す

べての地域で一様にそれらの拡大しやすい条件が認めら

れるわけではない．また，これまで竹林拡大に関する研

究の多くは，都市から離れた農村地域やタケノコ生産地，

山麓部を対象としており，大都市近郊における竹林拡大

の傾向の評価はされていない．大都市近郊の緑地量は少

なく，その相対的価値は高い．しかしそこでの竹林の荒

廃・拡大は，生活圏と隣接する場所にあるため土砂災害

リスクが高く壊滅的な影響を及ぼす危険性がある．本研

究では，竹林拡大に影響を与えるとされる，また拡大寄

与度の高い要因の，竹林周辺の植生，拡大箇所の傾斜角，

竹林の形状，道路からの距離，斜面方位，標高について，

大都市近郊の竹林の拡大，面積変化と併せて比較評価を

行う．本研究で，大都市近郊における竹林拡大の自然的

要因の傾向を明らかにし，防災や緑地管理に繋げること

を目的とする． 
 

２．研究手法 
本研究では，調査地の竹林として，環境省自然環境局

生物多様性センターで提供されている自然環境調査

Web-GIS（http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html）から，植
生調査（1/25,000 縮尺）にて確認された現存する竹林を対

象とする．竹林分布の同定には，GoogleEarth(Google 社)
で提供されている 2018年 4 月 2日と 2023年 4 月 9日の
２時期の航空写真を用いる． 
竹林の面積変化の指標として，鳥居・井鷺（1997）の研
究を参考に，2018年の竹林面積 Abefore,2023年の竹林面積

Aafter，解析年数 yから，年間拡大率 AERを算出した． 

AER = ( !!"#$%
!&$"'%$

)" #$  

QGISを用いて，2018年と 2023年の二時期の竹林ポリ

ゴンの差分演算を行い，非竹林から竹林に変化した拡大

箇所を出力した．鬼束（2011）を参考に，拡大面積を

S1，拡大フロントを l，解析年数 yから，拡大箇所から

侵略度（m/year）を算出した．  

侵略度 = 
%(
&・#

 

拡大フロント部分は，拡大面積 S1の外縁のうち，2018年
の竹林ポリゴンの外側の線のことを指し，2018年の竹林

から進出した先端部分のことである．侵略度の値が大き

いほど竹林が急速に拡大していることを指す． 

竹林ごとの拡大場所に対し，以下のように自然的要因を

抽出する．拡大箇所が複数ある竹林に関しては，拡大面

積が最大の箇所について抽出し，その竹林の代表値とす

る．竹林の形状については，鬼束ほか（2011）を参考に，

竹林の面積 St，竹林の周長 Lt，自然対数 lnから，フラク

タル計算式を用いた．フラクタルの値が大きいほど竹林

の形状が複雑であることを指す． 

フラクタル =	 '(	(%+)
'((-+).'(	(/.12)

 

拡大箇所の植生は，2018 年の GoogleEarth 航空写真，植

生調査（1/25,000 縮尺）と差分ポリゴンを重ね合わせ，侵

入前の優占植生を目視も併せて判定する．複数種の植生

が混在する際は最大面積の植生を採用する．道路からの

距離は，国土地理院が提供するベクトルタイルから道路

線のデータを用いて，拡大フロントから最近接道路まで

の直線距離を算出する．拡大箇所の傾斜角および傾斜方

位は，国土地理院の数値標高モデル（DEM，5mメッシュ）

を基に，拡大ポリゴンを重ね合わせ，各拡大箇所に傾斜

角ラスタの平均値，傾斜方位ラスタは方位を 90度ずつ 4
方位に再分類し，最頻値を代表値として算出した．標高

は，数値標高モデル（DEM，5m メッシュ）から標高ラス

タを作成し，拡大箇所ポリゴン対し，標高ラスタを重ね

合わせ，各拡大箇所に含まれる画素の平均値（mean）を
標高の代表値として取得した．これら 6 つの自然的要因
について，侵略度との関係を調べるために，相関係数と p
値を求めた． 相関係数を求める際，質的変数の傾斜方位

については 4 方位に，植生については広葉樹林，その他

の植生，緑の多い住宅地，市街地に分類しダミー変数を

作成した． 
 

３．ケーススタディ 
３.１ 対象地域と概要 
本研究では対象地域を神奈川県川崎市多摩区とした．

本地域は東京近郊の居住地として都市開発，市街地化が

進められ，人口密度が高い都市である一方で，多摩川や

多摩丘陵を中心に都市公園・緑地が点在しており，都市

と自然が隣接し共存する環境を有している．特に多摩丘

陵は，首都圏近郊において連続した樹林地が残された数

少ない地域であり，竹林が確認されている．また多摩川

崖線軸に沿って緑地が形成されており，ここに属する竹

林は斜面に存在している．最高標高は 120m 程度と低標

高地域である．本地域 16 箇所の竹林について，航空写真

から，鳥居・上村（2018）を参考に，Google Earthにて竹
林ポリゴンを作成した．作成した竹林ポリゴンから QGIS
を用いて面積を算出し,二時期の面積の変化を確認した． 
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図 1 対象地域（神奈川県川崎市多摩区）と 

調査地 16 箇所 
 

３.３ 竹林面積変化について 
竹林面積の変化について，表 1より，最小 AERは 0.99

（10．読売ランド前駅周辺北東）で縮小が確認されたが，

それ以外は AER1 以上で停滞・拡大が確認された．最大

AER は 1.26（1．飯室山周辺）であり，区内合計の AER
は 1.06 となった．これは区内で竹林面積が年 6%増加し

ていることを指す．この拡大率が一定だと仮定すると，

2018年から 12年後の 2030年の竹林面積は，初期面積×

(1.06)12 = 初期面積×2.01で，約 2倍になると予測される． 

３.４ 自然的要因について 
本研究で抽出した 16 箇所の竹林拡大箇所について，侵

略度と自然的要因の傾向を明らかにした．侵略度の値は

0.23〜5.89m/年の範囲に分布し，平均は 1.43m/年であった．
特に 14．生田排水池周辺（5.89m/年），4．生田東高校周

辺南西（3.21m/年）において侵略度が突出して高く，竹林

の急速な拡大が確認された．相関分析において，全ての

説明変数で有意な差は示されなかった(p=0.05)．しかし，
道路からの距離，傾斜角，周辺植生，斜面方位，標高につ

いて以下の傾向が明らかになった．道路からの距離につ

いて，道路に近接（10m未満）した竹林では侵略度が 0.2
〜0.3m/年程度と低く、道路から離れた箇所（50〜100 m以
上）では侵略度が高まる傾向が認められた．傾斜角との

関係では，15〜25°程度の中程度の傾斜地で侵略度が高く

なる傾向が確認された．周辺植生について，広葉樹林に

隣接する竹林で侵略度が高かった．斜面方位について，

侵略度が高いのは南〜南東の斜面であり，北東・北向き

斜面では侵略度が低い傾向が見られた．標高について，

50〜70 m程度の地点で侵略度が高い傾向が見られた． 
 

４．考察 
本研究の分析から，自然的要因による竹林の侵略度の傾

向を確認した．侵略度が高かった 4．生田排水池周辺，14．
生田東高校周辺南西は，いずれも道路からの距離が大き

く，15〜25°程度の中程度傾斜に立地し，さらに広葉樹林 

表１ 2018年－2023年の面積変化（AER昇順） 

 

 

＊背景写真は国土地理院の 
全国最新写真（シームレス）を同縮尺で使用 

＊凡例   ：2018   ：2023 
 

表２ 侵略度の自然的要因の相関係数とその p 値 

 

 

相関係数 p値
道路からの距離 0.28 0.29

傾斜⾓ 0.21 0.44
標⾼ 0.14 0.61
形状 -0.34 0.20

傾斜⽅位_北 -0.28 0.29
傾斜⽅位_東 0.41 0.12
傾斜⽅位_南 -0.13 0.64
植⽣_広葉樹林 0.47 0.06
植⽣_その他植林 -0.1 0.71

植⽣_緑の多い住宅地 -0.18 0.50
植⽣_市街地 -0.32 0.23
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表３ 各竹林の最大拡大箇所の自然的要因 

 
 
に隣接する南〜南東斜面に位置していた．これらの条件

は，鬼束ほか（2011），鈴木（2010），大野ほか（2002）で
部分的に指摘されており，既存研究と重なる結果となっ

た．道路との関係について，鬼束ほか（2011）が，道路が

物理的障壁や人為的管理の影響により拡大を抑制すると

述べているように，本研究でも道路近接地で侵略度が低

下することが示された．これは，管理が拡大を制限する

働きをするという人為的要因の影響に繋がると考えられ

る．標高についても，50〜70 mで侵略度が高く，大野ほ

か（2002）より，標高 50〜100 mで拡大が顕著である結
果と対応しており，対象地である多摩丘陵の地形特性に

依存していると考えられる．また周辺植生の広葉樹林に

ついて，要因の中で最も相関係数が高く p 値も低く，拡

大傾向が認められた．広葉樹は成長に時間を要するため，

先に述べた竹の生態的特性により竹が優位に成長，繁殖

していると考えられる．以上より，本研究の結果は都市

から離れた地域やタケノコ生産地，山麓部といった地域

での既存研究で示された傾向と重なる部分があるととも

に，大都市近郊という特性から，自然的要因と人為的要

因の双方を考慮する必要性を示している． 
 

５．おわりに 
本研究では，大都市近郊における竹林拡大を対象とし，

侵略度と自然的要因との関係を明らかにした．その結果，

道路からの距離，中程度傾斜，南〜南東斜面，標高 50〜
70 mといった条件で侵略度が高まる傾向が確認され，既

存研究で報告された大都市以外の地域での傾向と一致す

る部分が示され．大都市近郊においては管理などの人為

的要因が拡大を抑制する要因として作用していることが

考えられた．今後は，自然的要因と人為的要因を統合的

に捉え，都市近郊に適した管理方策の検討が求められる． 
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各⽵林代表値
エリア番号 1 2 3 4 5 6

エリア名
飯室⼭広場周
辺

専修⼤学⽣⽥
校舎周辺

太⽥ハイツ周
辺

⽣⽥東⾼校周
辺南⻄

百合ヶ丘⾼校
周辺北東

三⽥第⼆公園

拡⼤⾯積(m^2) 923.7 1457.6 211.0 1689.2 174.7 192.0
拡⼤フロント(m) 144.5 311.5 185.7 105.3 148.1 87.1
侵略度 1.28 0.94 0.23 3.21 0.24 0.44

周辺植⽣ 広葉樹林 広葉樹林
緑の多い住宅
地

広葉樹林 市街地 広葉樹林

傾斜⾓(°) 23.91 22.28 6.05 23.59 9.52 19.95
形状 1.52 1.53 1.74 1.53 1.62 1.59
道路からの距離(m) 97.71 28.14 3.07 53.52 8.10 73.32
斜⾯⽅位 南東 東 北東 北東 南 ⻄
標⾼(m) 55.07 55.00 25.80 60.48 79.39 53.48

エリア番号 7 8 9 10 11 12

エリア名
三⽥第⼆公園
周辺南⻄

読売ランド前
駅周辺南

読売ランド前
駅周辺北

読売ランド前
駅周辺北東

読売ランド周
辺南東

読売ランド周
辺北東

拡⼤⾯積(m^2) 314.2 330.6 742.5 465.4 1966.0 752.5
拡⼤フロント(m) 190.3 106.8 157.9 67.6 268.9 132.5
侵略度 0.33 0.62 0.94 1.38 1.46 1.14

周辺植⽣ 市街地
緑の多い住宅
地

広葉樹林
緑の多い住宅
地

その他植林
アズマネザサ
‐ススキ群集

傾斜⾓(°) 12.92 14.30 21.07 22.55 24.28 24.32
形状 1.79 1.70 1.54 1.56 1.83 1.63
道路からの距離(m) 29.25 27.49 41.87 50.45 101.08 16.15
斜⾯⽅位 北東 北 南 南東 東 南東
標⾼(m) 43.65 52.04 76.25 74.18 74.56 54.37

エリア番号 13 14 15 16

エリア名 法泉寺周辺
⽣⽥排⽔池周
辺

⽇向⼭周辺 妙楽寺周辺

拡⼤⾯積(m^2) 127.7 794.9 520.8 1778.1
拡⼤フロント(m) 74.4 27.0 193.2 238.0
侵略度 0.34 5.89 0.54 1.49

周辺植⽣
残存・植栽樹
群地

広葉樹林 市街地 広葉樹林

傾斜⾓(°) 27.86 17.90 15.65 34.70
形状 1.54 1.49 1.62 1.68
道路からの距離(m) 20.18 59.90 90.81 61.33
斜⾯⽅位 北東 南東 北東 北東
標⾼(m) 42.27 54.11 45.22 47.83
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